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１ 調査の概要 

(１) 調査の目的 

  ① 国が、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

 ② 各教育委員会や学校等が、全国的な状況との関係において、教育及び教育施策の成果と課

題を把握・分析し、その改善を図るとともに、そのような取組を通じて、教育に関する継続

的な検証改善サイクルを確立する。 

③ 各学校が、児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、児童生徒への教育指導の充実や学

習状況の改善等に役立てる。 

(２) 調査の対象とする児童生徒 

  原則として、稚内市立学校の以下の学年の全児童生徒を対象に実施した。 

  【小学校調査】 小学校第６学年 

  【中学校調査】 中学校第３学年 

(３) 調査事項及び手法 

①  教科に関する調査（国語、算数・数学、理科） ・・・中学校理科は CBT で実施 

 身につけておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可

欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能 等 

 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実

践し評価・改善する力 等 

  ※上記を一体的に問う。 

 ② 質問調査 ・・・CBT で実施 
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【児童生徒に対する質問調査】 

 調査する学年の児童生徒を対象とした、学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に

関する調査 

【学校に対する調査】 

 学校を対象とした、指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する

調査 

(４) 調査実施日 

令和７年４月１４日(月)～１７日（木） 

(5)  回答児童生徒数 

【小学校調査】 

【中学校調査】 

 201 名 199 名 198 名 203 名 
 国語 

（50 分） 
数学 

（50 分） 
理科 

(50 分) 
生徒質問調査 

 (6) 留意事項 

本調査は、幅広く児童生徒の学力や学習状況を把握することを目的として実施しておりま

すが、実施教科が特定の教科のみであることや、必ずしも学習指導要領全体を網羅するもの

でないことから、本調査の結果については、児童生徒が身につけるべき学力の特定の一部分

であることに留意することが必要です。 

本調査の結果については、個々の設問や領域等に着目して学習指導上の課題を把握・分析

し、児童生徒一人ひとりの学習改善や学習意欲の向上につなげることが重要です。 

 208 名 208 名 206 名 210 名 
 国語 

（45 分） 
算数 

（45 分） 
理科 

(45 分) 
児童質問調査 
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調査結果の分析については、本市の正答率によって、次のとおり整理しています。 

 正答率 ８０％以上            ★★★★ 

     ６０％以上 ８０％未満     ★★★ 

     ５０％以上 ６０％未満     ★★ 

     ５０％未満            ★ 

  

また、全国の正答率に加え、さらに本市との比較を次のとおり標記しています。 

全国の正答率に対し、 

     ５ポイントを超えて低い    ▼▼  （下回っている） 

     ５ポイント以内のマイナス   ▼   （ほぼ同程度－やや下回っている） 

     ５ポイント以内のプラス      △   （ほぼ同程度－やや上回っている） 

     ５ポイントを超えて高い    △△  （上回っている） 

 

質問紙調査では、「している」「どちらかといえばしている」と回答した児童生徒の割合が

80%を超えたものを「高い傾向」、60%未満のものを「低い傾向」と分類しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

令和７年度全国学力・学習状況調査の調査問題と質問調査の内容は、国立教育政策研

究所のホームページに掲載されています。 
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２ 調査結果 

(１) 学力調査（調査問題) 

① 小学校国語                                     

 

【学習指導要領の領域別集計結果】 

区 分 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

言葉の特徴や使い方に関する事項 ★★★ 76.9  ▼▼ 
情報の扱い方に関する事項 ★★ 63.1  ▼▼ 
我が国の言語文化に関する事項 ★★★ 81.2  ▼▼ 
話すこと・聞くこと ★★ 66.3  ▼▼ 
書くこと ★★★ 69.5  ▼▼ 
読むこと ★★ 57.5  ▼▼ 
 

【設問別集計結果】 

設問 

番号 
設問の概要 出題の主旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

１一 

【話し合いの様子】における小
森さんの傍線部の発言を説明
したものとして適切なものを
選択する 

目的や意図に応じて、日常生
活の中から話題を決め、集め
た材料を分類したり関係付
けたりして、伝え合う内容を
検討することができるかど
うかをみる 

★★ 

53.3  

▼ 

１二 
【話し合いの記録】の書き表し
方を説明したものとして適切
なものを選択する 

情報と情報との関係付けの
仕方、図などによる語句と語
句との関係の表し方を理解
し使うことができるかどう
かをみる 

★★ 

63.1  

▼▼ 

１三
（１） 

【インタビューの様子の一部】
で小森さんが傍線部アのよう
に発言した目的として適切な
ものを選択する 

自分が聞こうとする意図に
応じて、話の内容を捉えるこ
とができるかどうかをみる 

★★★ 

71.8  

▼▼ 

１三
（２） 

【インタビューの様子の一部】
で小森さんが傍線部イのよう
に発言した理由として適切な
ものを選択する 

話し手の考えと比較しなが
ら、自分の考えをまとめるこ
とができるかどうかをみる 

★★★ 

73.7  

▼▼ 
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２一 
【ちらし】の文章の構成の工夫
を説明したものとして適切な
ものを選択する 

書く内容の中心を明確にし、
内容のまとまりで段落をつ
くったり、段落相互の関係に
注意したりして、文章の構成
を考えることができるかど
うかをみる 

★★ 

65.5  

▼▼ 

２二 

山田さんが手ぬぐいの模様に
ついて言葉と図で説明した理
由として適切なものを選択す
る 

図表などを用いて、自分の考
えが伝わるように書き表し
方を工夫することができる
かどうかをみる 

★★★ 

81.8  

▼▼ 

設問 
番号 設問の概要 出題の主旨 正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

２三 
【ちらし】の二重傍線部を、【調
べたこと】を基に詳しく書く 

目的や意図に応じて簡単に書
いたり詳しく書いたりするな
ど、自分の考えが伝わるよう
に書き表し方を工夫すること
ができるかどうかをみる 

★★ 

61.3  

▼ 

２四ア 
【ちらし】の下線部アを、漢字
を使って書き直す（このみ） 

学年別漢字配当表に示されて
いる漢字を文の中で正しく使
うことができるかどうかをみ
る 

★★★ 
81.6  

▼▼ 

２四イ 
【ちらし】の下線部イを、漢字
を使って書き直す（あつい日） 

★★★ 
72.1  

▼▼ 

３一 

【資料１】を読んで思い出した
【木村さんの経験】を通して、
木村さんが気付いたこととし
て適切なものを選択する 

時間の経過による言葉の変化
や世代による言葉の違いに気
付くことができるかどうかを
みる 

★★★ 

81.2  

▼▼ 

３二
（１） 

【木村さんのメモ】の空欄アに
入る適切な言葉を【資料２】の
中から書き抜く 

時間的な順序や事柄の順序な
どを考えながら、内容の大体
を捉えることができるかどう
かをみる 

★★★ 

81.6  

▼▼ 

３二
（２） 

【資料３】を読み、【木村さん
のメモ】の空欄イに当てはまる
内容として適切なものを選択
する 

事実と感想、意見などとの関
係を叙述を基に押さえ、文章
全体の構成を捉えて要旨を把
握することができるかどうか
をみる 

★ 

51.3  

▼▼ 

３三
（１） 

【話し合いの様子】の田中さん
の発言の空欄Ａに当てはまる
内容として適切なものを選択
する 

目的に応じて、文章と図表な
どを結び付けるなどして必要
な情報を見付けることができ
るかどうかをみる 

★ 

40.8  

▼ 

３三
（２） 

【資料１】を読み返して言葉の
変化について自分が納得した
ことを、【資料２】、【資料３】、
【資料４】に書かれていること
を理由にしてまとめて書く 

目的に応じて、文章と図表な
どを結び付けるなどして必要
な情報を見付けることができ
るかどうかをみる 

★★ 

56.3  
 

▼ 
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【下位層の割合】 

区 分 正答数 

全国の下位約２５％と同じ正答数の範囲に含まれる児童の割合

（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

令和２年度  中 止 － － － 
令和３年度  14 問中７問以下 35.8 29.0 6.8 
令和４年度  14 問中７問以下 29.5 28.3 1.2 
令和５年度  14 問中７問以下 26.4 23.9 2.5 
令和６年度  14 問中７問以下 32.9 24.6 8.3 
令和７年度  14 問中７問以下 38.9 25.4 13.5 
 

【全国平均を超えた設問の趣旨】 

なし 
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② 小学校算数                                  

 

【学習指導要領の領域別集計結果】 

区 分 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

数と計算 ★ 62.3  ▼▼ 
図形 ★ 56.2  ▼▼ 
測定 ★ 54.8  ▼▼ 
変化と関係 ★ 57.5  ▼▼ 
データの活用 ★★ 62.6  ▼▼ 
 

【設問別集計結果】 

設問 

番号 
設問の概要 出題の主旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

１（１） 

２０２２年の全国のブロッ
コリーの出荷量が２００２
年の全国のブロッコリーの
出荷量の約何倍かを、棒グ
ラフから読み取って選ぶ 

棒グラフから、項目間の関係を
読み取ることができるかどう
かをみる 

★★★ 

78.7  

▼▼ 

１（２） 

都道府県Ａのブロッコリー
の出荷量が増えたかどうか
を調べるために、適切なグ
ラフを選び、出荷量の増減
を判断し、そのわけを書く 

目的に応じて適切なグラフを
選択して出荷量の増減を判断
し、その理由を言葉や数を用い
て記述できるかどうかをみる 

★ 

31.0  

▼▼ 

１（３） 

示された表から、「春だいこ
ん」や「秋冬だいこん」よ
り「夏だいこん」の出荷量
が多い都道府県を選ぶ 

簡単な二次元の表から、条件に
合った項目を選ぶことができ
るかどうかをみる 

★★★ 

71.6  

▼▼ 

１（４） 

示された資料から、必要な
情報を選び、ピーマン１個
とブロッコリー４個の重さ
を求める式と答えを書く 

示された資料から、必要な情報
を選び、数量の関係を式に表
し、計算することができるかど
うかをみる 

★★★ 

74.5  

▼▼ 

２（１） 

示された平行四辺形をかく
ために、コンパスの開く⾧
さを書き、コンパスの針を
刺す場所を選ぶ 

平行四辺形の性質を基に、コン
パスを用いて平行四辺形を作
図することができるかどうか
をみる 

★ 

58.3  

▼▼ 

２（２） 
方眼上の五つの図形の中か
ら、台形を選ぶ 

台形の意味や性質について理
解しているかどうかをみる 

★ 
50.2  

▼▼ 

２（３） 

角をつくる二つの辺をそれ
ぞれのばした図形の角の大
きさについてわかることを
選ぶ 

角の大きさについて理解して
いるかどうかをみる 

★★★ 

79.3  

▼▼ 
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２（４） 

五角形の面積を求めるため
に五角形を二つの図形 
に分割し、それぞれの図形
の面積の求め方を書く 

基本図形に分割することがで
きる図形の面積の求め方を、式
や言葉を用いて記述できるか
どうかをみる 
 

★ 

37.0  

▼▼ 

設問 

番号 
設問の概要 出題の主旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

３（１） 
０．４＋０．０５について、
整数の加法で考えるときの
共通する単位を書く 

小数の加法について、数の相対
的な大きさを用いて、共通する
単位を捉えることができるか
どうか 
をみる 

★★★ 

74.1  

▼▼ 

３（２） 

３／４＋２／３について、
共通する単位分数と、３／
４と２／３が、共通する単
位分数の幾つ分になるかを
書く 

分数の加法について、共通する
単位分数を見いだし、加数と被
加数が、共通する単位分数の幾
つ分かを数や言葉を用いて記
述できるかどうかをみる 

★ 

23.0  

▼▼ 

３（３） 
数直線上に示された数を分
数で書く 

数直線上で、１の目盛りに着目
し、分数を単位分数の幾つ分と
して捉えることができるかど
うかを 
みる 

★ 

35.0  

▼▼ 

３（４） １／２＋１／３を計算する 

異分母の分数の加法の計算を
することができるかどうかを
みる 

★★★ 

81.3  
▼▼ 

４（１） 

新品のハンドソープが空に
なるまでに何プッシュする
ことができるのかを調べる
ために、必要な事柄を選ぶ 

伴って変わる二つの数量の関
係に着目し、必要な数量を見い
だすことができるかどうかを
みる 

★★★ 

82.8  

▼▼ 

４（２） 

使いかけのハンドソープが
あと何プッシュすることが
できるのかを調べるた め
に、必要な事柄を判断し、
求め方を書く 

伴って変わる二つの数量の関
係に着目し、問題を解決するた
めに必要な数量を見いだし、知
りたい 
数量の大きさの求め方を式や
言葉を用いて記述できるかど
うかをみる 

★ 

48.7  

▼▼ 

４（３） 
はかりが示された場面で、
はかりの目盛りを読む 

はかりの目盛りを読むことが
できるかどうかをみる 

★ 
60.9  

▼▼ 

４（４） 
１０％増量したつめかえ用
のハンドソープの内容 量
が、増量前の何倍かを選ぶ 

「１０％増量」の意味を解釈
し、「増量後の量」が「増量前
の量」の何倍になっているかを
表すこ 
とができるかどうかをみる 

★ 

40.9  

▼▼ 
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【下位層の割合】 

区 分 正答数 
全国の下位約 25％と同じ正答数の範囲に含まれる児童の割合（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

令和２年度  中 止 － － － 
令和３年度  16 問中９問以下 41.7 28.7 13.0 
令和４年度  16 問中７問以下 29.1 23.7 5.4 
令和５年度  16 問中７問以下 29.1 25.7 3.4 
令和６年度  16 問中７問以下 41.4 25.9 15.5 
令和７年度  16 問中６問以下 47.2 26.3 20.9 
 

【全国平均を超えた設問の趣旨】 

なし 

 

③ 小学校理科                                  

 

【学習指導要領の領域別集計結果】 

区 分 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

「エネルギー」を柱とする領
域 

★ 46.7  ▼▼ 

「粒子」を柱とする領域 ★ 51.4  ▼▼ 
「生命」を柱とする領域 ★ 52.0  ▼▼ 
「地球」を柱とする領域 ★★ 66.7  ▼▼ 
 

【設問別集計結果】 

設問 

番号 
設問の概要 出題の主旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

１（１） 

赤玉土の粒の大きさによる
水のしみ込む時間の違いを
調べる実験の条件について、
コップＡの土の量と水の量
から、コップＢの条件を書く 

赤玉土の粒の大きさによる水
のしみ込み方の違いについて、
赤玉土の量と水の量を正しく
設定した 
実験の方法を発想し、表現する
ことができるかどうかをみる 

★★★ 

79.5  

▼▼ 

１（２） 

赤玉土の粒の大きさによる
水のしみ込み方の違いをま
とめたわけについて、結果を
用いて書く 

赤玉土の粒の大きさによる水
のしみ込み方の違いについて、
結果を基に結論を導いた理由
を表現することができるかど
うかをみる 

★★ 

60.5  

▼ 
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１（３） 

【結果】や【問題に対するま
とめ】から、中くらいの粒の
赤玉土に水がしみ込む時間
を予想し、予想した理由とと
もに選ぶ 

赤玉土の粒の大きさによる水
のしみ込み方の違いについて、
【結果】や【問題に対するまと
め】を 
基に、他の条件での結果を予想
して、表現することができるか
どうかをみる 

★★★ 

77.8  

▼ 

２（１） 

アルミニウム、鉄、銅につい
て、電気を通すか、磁石に引
き付けられるか、それぞれの
性質に当てはまるものを選
ぶ 

身の回りの金属について、電気
を通す物、磁石に引き付けられ
る物があることの知識が身に
付いて 
いるかどうかをみる 

★ 

10.6  

▼ 

２（２） 

電気を通す物と通さない物
でできた人形について、人形
Ａの剣を人形Ｂに当てたと
きだけ、ベルが鳴る回路を選
ぶ 

電気の回路のつくり方につい
て、実験の方法を発想し、表現
することができるかどうかを
みる 

★ 

42.9  

▼ 

２（３） 

ベルをたたく装置の電磁石
について、電流がつくる磁力
を強めるため、コイルの巻数
の変え方を書く 

電流がつくる磁力について、電
磁石の強さは巻数によって変
わることの知識が身に付いて
いるかど 
うかをみる 

★★★ 

78.0  

▼ 

２（４） 
乾電池２個のつなぎ方につ
いて、直列につなぎ、電磁石
を強くできるものを選ぶ 

乾電池のつなぎ方について、直
列つなぎに関する知識が身に
付いているかどうかをみる 

★ 

55.1  
▼▼ 

３（１） 
ヘチマの花のおしべとめし
べについて選び、受粉につい
て書く 

ヘチマの花のつくりや受粉に
ついての知識が身に付いてい
るかどうかをみる 

★★ 

70.7  
▼▼ 

設問 
番号 

設問の概要 出題の主旨 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

３（２） 

ヘチマの花粉を顕微鏡で観
察するとき、適切な像にする
ための顕微鏡の操作を選ぶ 

顕微鏡を操作し、適切な像にす
るための技能が身に付いてい
るかどうかをみる 

★ 

45.6  
▼▼ 

３（３） 

ヘチマの種子が発芽する条
件を調べる実験において、条
件を制御した解決の方法を
選ぶ 

発芽するために必要な条件に
ついて、実験の条件を制御した
解決の方法を発想し、表現する
ことができるかどうかをみる 

★ 

62.0  

▼▼ 

３（４） 

レタスの種子の発芽の結果
から、てるみさんの気付きを
基に、見いだした問題につい
て書く 

レタスの種子の発芽の条件に
ついて、差異点や共通点を基
に、新たな問題を見いだし、表
現するこ 
とができるかどうかをみる 

★ 

29.9  

▼▼ 

４（１） 

水の温まり方について、問題
に対するまとめをいうため
に、調べる必要があることに
ついて書く 

水の温まり方について、問題に
対するまとめを導きだす際、解
決するための観察、実験の方法
が適 
切であったかを検討し、表現す
ることができるかどうかをみ

★ 

50.6  

▼ 
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る 

４（２）
イウ 

水の蒸発について、温度によ
って水の状態が変化すると
いう知識と関連付け、適切に
説明しているものを選ぶ 

水の蒸発について、温度によっ
て水の状態が変化するという
知識を基に、概念的に理解して
いるか 
どうかをみる 

★★ 

64.2  

▼ 

４（２）
エオ 

水の結露について、温度によ
って水の状態が変化すると
いう知識と関連付け、適切に
説明しているものを選ぶ 

水の結露について、温度によっ
て水の状態が変化するという
知識を基に、概念的に理解して
いるか 
どうかをみる 

★ 

57.5  

▼▼ 

４（３）
カ 

海にある氷がとけることに
ついて、水が氷に変わる温度
を根拠に予想しているもの
を選ぶ 

水が氷に変わる温度を根拠に、
オホーツク海の氷の面積が減
少した理由を予想し、表現する
ことができるかどうかをみる 

★★ 

59.8  

▼▼ 

４（３）
キ 

水が陸から海へ流れていく
ことについて、水の行方と関
連付けているものを選ぶ 

氷がとけてできた水が海に流
れていくことの根拠について、
理科で学習したことと関連付
けて、知 
識を概念的に理解しているか
どうかをみる 

★ 

60.9  

▼▼ 

４（３）
ク 

海面水位の上昇について、水
の温度による体積の変化を
根拠に予想しているものを
選ぶ 

「水は温まると体積が増える」
を根拠に、海面水位の上昇した
理由を予想し、表現することが
でき 
るかどうかをみる 

★★ 

65.6  

▼▼ 

【下位層の割合】 

区 分 正答数 
全国の下位約 25％と同じ正答数の範囲に含まれる児童の割合（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

平成３０年
度 

 
16 問中７問以下 

41.5 26.3 15.2 

令和４年度  1７問中８問以下 23.9 27.2 △3.3 
令和７年度  1７問中７問以下 43.1 27.8 15.3 

【全国平均を超えた設問の趣旨】 

なし 



 - 12 -

④ 中学校国語                                   

 

【学習指導要領の領域別集計結果】 

区 分 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 
言葉の特徴や使い方に関する事項 ★ 48.1  ▼ 
情報の扱い方に関する事項    
我が国の言語文化に関する事項    
話すこと・聞くこと ★★ 53.2  ▼ 
書くこと ★ 52.8  ▼ 
読むこと ★★ 62.3  ▼ 

 

【設問別集計結果】 

設問 

番号 
設問の概要 出題の主旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

１一 
変換した漢字として適切な
ものを選択する（かいしん） 

文脈に即して漢字を正しく使
うことができるかどうかをみ
る 

★ 

35.2  
▼ 

１二 
ちらしに「会場図」を加え
た目的を説明したものとし
て適切なものを選択する 

目的に応じて、集めた材料を整
理し、伝えたいことを明確にす
ることができるかどうかをみ
る 

★★★ 

82.5  

▼▼ 

１三 

ちらしの中の情報につい
て、示す位置を変えた意図
を説明したものとして適切
なものを選択する 

書く内容の中心が明確になる
ように、内容のまとまりを意識
して文章の構成や展開を考え
ることができるかどうかをみ
る 

★★ 

63.3  

▼▼ 

１四 
ちらしの読み手に向けて、
今年の美術展の工夫につい
て伝える文章を書く 

自分の考えが伝わる文章にな
るように、根拠を明確にして書
くことができるかどうかをみ
る 

★ 

31.0  

△ 

２一 

スライドを使ってどのよう
に話しているのかを説明し
たものとして適切なものを
選択する 

資料や機器を用いて、自分の考
えが分かりやすく伝わるよう
に表現を工夫することができ
るかどうかをみる 

★ 

38.1  

△ 

２二 

聞き手の反応を見て発した
言葉について、そのように
発言した理由を説明したも
のとして適切なものを選択
する 

相手の反応を踏まえながら、自
分の考えが分かりやすく伝わ
るように表現を工夫すること
ができるかどうかをみる 

★★★ 

77.9  

▼ 

２三 

「話の順序を入れ替えた方
がよい」という助言の意図
を説明したものとして適切
なものを選択する 

自分の考えが明確になるよう
に、論理の展開に注意して、話
の構成を工夫することができ
るかどうかをみる 

★★★ 

73.4  

▼▼ 

２四 発表のまとめの内容をより 資料や機器を用いて、自分の考 ★ 23.2  ▼▼ 
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分かりやすく伝えるための
スライドの工夫について、
どのような助言をするか、
自分の考えを書く 

えが分かりやすく伝わるよう
に表現を工夫することができ
るかどうかをみる 

３一 

物語の始めに問いかけが示
されていることについて、
その効果を説明したものと
して適切なものを選択する 

表現の効果について、根拠を明
確にして考えることができる
かどうかをみる 

★★★ 

80.0  

▼▼ 

設問 

番号 
設問の概要 出題の主旨 

正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

３二 

「兄」と「弟」が、物語の
中でどのような性格の人物
として描かれているかを書
く 

文章全体と部分との関係に注
意しながら、登場人物の設定の
仕方を捉えることができるか
どうかをみる 

★★★★ 

89.9  

△ 

３三 
「しきりと」の意味として
適切なものを選択する 

事象や行為を表す語彙につい
て理解しているかどうかをみ
る 

★★★ 
61.0  

△ 

３四 

「一 榎木の実」に書かれ
ている場面が、「二 釣の
話」には書かれていないこ
とによる効果について、自
分の考えとそのように考え
た理由を書く 

文章の構成や展開について、根
拠を明確にして考えることが
できるかどうかをみる 

★ 

17.1  

▼ 

４一 
手紙の下書きを見直し、誤
って書かれている漢字を見
付けて修正する 

読み手の立場に立って、表記を
確かめて、文章を整えることが
できるかどうかをみる 

★★ 

57.3  
▼ 

４二 

手紙の下書きを見直し、修
正した方がよい部分を見付
けて修正し、修正した方が
よいと考えた理由を書く 

読み手の立場に立って、語句の
用法、叙述の仕方などを確かめ
て、文章を整えることができる
かどうかをみる 

★ 

30.1  

▼▼ 

【下位層の割合】 

区 分 正答数 
全国の下位約 25％と同じ正答数の範囲に含まれる生徒の割合（％） 

稚内市 全国 全国との比較 
令和２年度  中 止 － － － 
令和３年度  14 問中７問以下 28.3 27.5 0.8 
令和４年度  14 問中８問以下 31.9 29.6 2.3 
令和５年度  15 問中８問以下 26.5 25.6 0.9 
令和６年度  15 問中６問以下 38.5 26.5 12.0 
令和７年度  1４問中５問以下 28.9 22.5 6.4 

【全国平均を超えた設問の趣旨】 

○ 自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことができるかどうかをみる 
○ 資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫することができる

かどうかをみる 
○ 文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方を捉えることができるかど

うかをみる 
○ 事象や行為を表す語彙について理解しているかどうかをみる 
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⑤ 中学校数学                                     

 

【学習指導要領の領域別集計結果】 

区 分 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 
数と式 ★ 43.5  ▼ 
図形 ★ 46.5  ▼▼ 
関数 ★ 48.2  ▼▼ 
データの活用 ★★ 58.6  ▼▼ 

 

【設問別集計結果】 

設問 
番号 

設問の概要 出題の主旨 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

１ 
１から９までの数の中から素数
を全て選ぶ 

素数の意味を理解している
かどうかをみる 

★ 
31.8 

△△ 

２ 
果汁４０％の飲み物ａｍＬに含
まれる果汁の量を、ａを用いた
式で表す 

数量を文字を用いた式で表
すことができるかどうかを
みる 

★ 
51.9 

▼▼ 

３ 
△ＡＢＣにおいて、∠Ａの大き
さが５０°のときの頂点Ａにお
ける外角の大きさを求める 

多角形の外角の意味を理解
しているかどうかをみる 

★ 
58.1 

▼▼ 

４ 
一次関数ｙ＝６ｘ＋５につい
て、ｘの増加量が２のときのｙ
の増加量を求める 

一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂにつ
いて、変化の割合を基に、
ｘの増加量に対するｙの増
加量を求めることができる
かどうかをみる 

★ 

34.7 

▼▼ 

５ 

ある学級の生徒４０人のハンド
ボール投げの記録をまとめた度
数分布表から、２０ｍ以上２５
ｍ未満の階級の相対度数を求め
る 

相対度数の意味を理解して
いるかどうかをみる 

★ 

42.5 

▼▼ 

６（１） 

連続する二つの３の倍数の和が
９の倍数になるとは限らないこ
との説明を完成するために、予
想が成り立たない例をあげ、そ
の和を求める 

事柄が常に成り立つとは限
らないことを説明する場面
において、反例をあげるこ
とができるかどうかをみる 

★★ 

62.8 

▼ 

６（２） 

３ｎと３ｎ＋３の和を２（３ｎ
＋１）＋１と表した式から、連
続する二つの３の倍数の和がど
んな数であるかを説明する 

式の意味を読み取り、成り
立つ事柄を見いだし、数学
的な表現を用いて説明する
ことができるかどうかをみ
る 

★ 

25.7 

▼▼ 

６（３） 
連続する三つの３の倍数の和
が、９の倍数になることの説明

目的に応じて式を変形した
り、その意味を読み取った

★ 
45.2 

▼▼ 
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を完成する りして、事柄が成り立つ理
由を説明することができる
かどうかをみる 

７（１） 

Ａの手元のカードが３枚とも
「グー」、Ｂの手元のカードが３
枚とも「チョキ」でじゃんけん
カードゲームの１回目を行うと
き、１回目にＡが勝つ確率を書
く 

必ず起こる事柄の確率につ
いて理解しているかどうか
をみる 

★★★ 

77.4 

▼ 

設問 
番号 

設問の概要 出題の主旨 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

７（２） 

Ａの手元のカードが「グー」、「チ
ョキ」、「パー」、「パー」の４枚、
Ｂの手元のカードが「グー」、「チ
ョキ」の２枚のとき、ＡとＢの
勝ちやすさについての正しい記
述を選び、その理由を確率を用
いて説明する 

不確定な事象の起こりやす
さの傾向を捉え、判断の理
由を数学的な表現を用いて
説明することができるかど
うかをみる 

★★ 

55.9  

▼ 

８（１） 

Ａ駅からの走行距離と運賃の関
係を表すグラフの何を読み取れ
ばＣ駅とＤ駅の間の走行距離が
分かるかを選ぶ 

事象に即して、グラフから
必要な情報を読み取ること
ができるかどうかをみる 

★★★ 

71.9  

▼▼ 

８（２） 

Ａ駅から６０．０ｋｍ地点につ
くられる新しい駅の運賃がおよ
そ何円になるかを求める方法を
説明する 

事象を数学的に解釈し、問
題解決の方法を数学的に説
明することができるかどう
かをみる 

★ 

38.0  

▼▼ 

９（１） 
四角形ＡＥＣＦが平行四辺形で
あることの証明を振り返り、新
たに分かることを選ぶ 

証明を振り返り、証明され
た事柄を基にして、新たに
分かる辺や角についての関
係を見いだすことができる
かどうかをみる 

★★ 

58.5  

▼▼ 

９（２） 

平行四辺形ＡＢＣＤの辺ＣＢ、
ＡＤを延⾧した直線上にＢＥ＝
ＤＦとなる点Ｅ、Ｆを取っても、
四角形ＡＥＣＦは平行四辺形と
なることの証明を完成する 

統合的・発展的に考え、条
件を変えた場合について、
証明を評価・改善すること
ができるかどうかをみる 

★ 

36.3  

▼▼ 

９（３） 

平行四辺形ＡＢＣＤの辺ＢＣ、
ＤＡを延⾧した直線上にＢＥ＝
ＤＦとなる点Ｅ、Ｆを取り、辺
ＡＢと線分ＦＣの交点をＧ、辺
ＤＣと線分ＡＥの交点をＨとし
たとき、四角形ＡＧＣＨが平行
四辺形になることを証明する 

ある事柄が成り立つことを
構想に基づいて証明するこ
とができるかどうかをみる 

★ 

33.2  

▼▼ 
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【下位層の割合】 

区 分 正答数 全国の下位約 25％と同じ正答数の範囲に含まれる生徒の割合（％） 
稚内市 全国 全国との比較 

令和２年度  中 止 － － － 
令和３年度  16 問中６問以下 36.0 25.1 10.9 
令和４年度  14 問中４問以下 36.0 26.0 10.0 
令和５年度  15 問中４問以下 31.5 25.0 6.5 
令和６年度  16 問中５問以下 36.3 27.5 8.8 
令和７年度  1５問中３問以下 33.2 23.8 9.4 
 

【全国平均を超えた設問の趣旨】 

○ 素数の意味を理解しているかどうかをみる 
 

⑥ 中学校理科                                     

 

【学習指導要領の領域別集計結果】 

区 分 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 
「エネルギー」を柱とする領
域 

   

「粒子」を柱とする領域    
「生命」を柱とする領域    
「地球」を柱とする領域    

 

【設問別集計結果】 

設問 
番号 

設問の概要 出題の主旨 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

１（１） 

電熱線を利用して水
を温めるための電気
回路について、直列と
並列とで回路全体の
抵抗が大きい装置や
速く水が温まる装置
を選択する 

電熱線で水を温める学習場面におい
て、回路の電流・電圧と抵抗や熱量に
関する知識及び技能が身に付いている
かどうかをみる 

★ 

51.9  

▼▼ 

１（２） 

「理科の実験では、な
ぜ水道水ではなく精
製水を使うのかな？」
という疑問を解決す
るための課題を記述
する 

身の回りの事象から生じた疑問や見い
だした問題を解決するための課題を設
定できるかどうかをみる 

★★ 

46.2  

△ 



 - 17 -

１（３） 

地層１から地層４ま
での性質から、水が染
み出る場所を判断し、
その場所を選択する 

露頭のどの位置から水が染み出るかを
観察する場面において、小学校で学習
した知識を基に、地層に関する知識及
び技能を関連付けて、地層を構成する
粒の大きさとすき間の大きさに着目し
て分析して解釈できるかどうかをみる 

★ 

36.2  

▼ 

１（４） 

生物１から生物４ま
での動画を見て、呼吸
を行う生物をすべて
選択する 

水の中の生物を観察する場面におい
て、呼吸を行う生物について問うこと
で、生命を維持する働きに関する知識
が概念として身に付いているかどうか
をみる 

★ 

29.7  

▼▼ 

１（５） 
塩素の元素記号を記
述する 

塩素の元素記号を問うことで、元素を
記号で表すことに関する知識及び技能
が身に付いているかどうかをみる 

★ 

44.9  
▼▼ 

１（６） 

水道水と精製水に関
する２人の発表を見
て、探究の過程におけ
るあなたの振り返り
を記述する 

科学的な探究を通してまとめたものを
他者が発表する学習場面において、探
究から生じた新たな疑問や身近な生活
との関連などに着目した振り返りを表
現できるかどうかをみる 

★★★ 

79.4  

▼ 

２（１） 

【考察】をより確かな
ものにするために必
要な実験を選択し、予
想される実験の結果
を記述する 

【考察】をより確かなものにするため
に、音に関する知識及び技能を活用し
て、変える条件に着目した実験を計画
し、予想される実験の結果を適切に説
明できるかどうかをみる 

★ 

14.0  

▼ 

設問 
番号 

設問の概要 出題の主旨 
正答率（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

２（２） 

「Web ページの情報
だけを信用して考察
してよいか」について
判断し、その理由とし
て適切なものをすべ
て選択する 

ストローの太さと音の高低に関する情
報を収集してまとめを行う学習活動の
場面で、収集する資料や情報の信頼性
についての知識及び技能が身に付いて
いるかどうかをみる 

★★★★ 

94.6  

△△ 

３（１） 
設定した【仮説】が正
しい場合の実験結果
の予想を選択する 

仮説を立てて科学的に探究する学習場
面において、電気回路に関する知識及
び技能を活用して、仮説が正しい場合
の結果を予想することができるかどう
かをみる 

★★ 

34.9  

△△ 

３（２） 

抵抗に関する知識を
手掛かりに、身近な電
気回路に抵抗がつい
ている理由を選択す
る 

身近な電化製品の電気回路について探
究する学習場面において、回路に抵抗
がついている理由を問うことで、抵抗
に関する知識が概念として身に付いて
いるかどうかをみる 

★★★★ 

85.2  

△△ 

４（１） 

プロパンガスと都市
ガスでシャボン玉を
作ったときの様子か
ら、プロパンガス、都
市ガス、空気の密度の
大小を判断し、小さい
順に並べる 

ガス警報器の設置場所が異なる理由を
考える学習場面において、実験の様子
と、密度に関する知識および技能を関
連付けて、それぞれの気体の密度の大
小関係を分析して解釈できるかどうか
をみる 

★★ 

50.4  

△ 
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４（２） 

「一酸化炭素は空気
より軽い」という性質
を基に、適切な避難行
動を選択する 

火災における適切な避難行動を問うこ
とで、気体の性質に関する知識が概念
として身に付いているかどうかをみる 

★★★★ 

92.8  

△ 

５（１） 

加熱を伴う実験にお
いて、火傷をしたとき
の適切な応急処置を
選択する 

加熱を伴う実験における実験器具の操
作等に関する技能が身に付いているか
どうかを見る 

★★★★ 

93.0  

△ 

５（２） 

実験の動画と実験結
果の図から、どのよう
な化学変化が起きて
いるか判断し、原子や
分子のモデルを移動
させることで、その化
学変化をモデルで表
す 

化学変化に関する知識及び技能を活用
して、実験の結果を分析して解釈し、
化学変化を原子や分子のモデルで表す
ことができるかどうかをみる 

★ 

35.6  

▼▼ 

６（１） 

牧野富太郎の「ノジギ
ク」のスケッチから分
かるスケッチの技能
について、適切なもの
を選択する 

スケッチから分かることを問うこと
で、スケッチに関する知識及び技能が
身に付いているかどうかをみる 

★★★★ 

65.9  

△△ 

６（２） 

牧野富太郎の「サクユ
リ」のスケッチから、
サクユリの【茎の横断
面】、【根】として適切
なものを判断し、選択
する 

スケッチから分かる植物の特徴を基
に、植物の葉、茎、根のつくりに関す
る知識及び技能を活用して、植物の茎
の横断面や根の構造について適切に表
現できるかどうかをみる 

★★ 

41.9  

△△ 

７（１） 

小腸の柔毛、肺の肺
胞、根毛に共通する構
造と同じ構造をもつ
ものとして適切な事
象を判断し、選択する 

小腸の柔毛、肺の肺胞、根毛に共通す
る構造について学習する場面におい
て、共通性と多様性の見方を働かせな
がら比較し、多面的、総合的に分析し
て解釈することができるかどうかをみ
る 

★ 

34.8  

▼ 

設問 
番号 設問の概要 出題の主旨 

正答率（％） 
稚内市 全国 全国との比較 

７（２） 

消化によってデンプ
ンがブドウ糖に分解
されることと、同じ化
学変化であるものを
選択する 

分解に関する身近な事象を問うこと
で、これまでに学習した理科の知識及
び技能を基に、化学変化の分解の知識
が概念として身に付いているかどうか
をみる 

★★ 

51.6  

▼ 

８（１） 

大地の変化に関する
言い伝えを１つ選択
し、その選択した言い
伝えが科学的に正し
いと判断するための
理由を「地層を調べた
ときに何が分かれば
よいか」に着目して記
述する 

地域の言い伝えを科学的に探究する学
習場面において、大地の変化と、地層
の様子やその構成物に関する知識及び
技能を関連付けて、地層の重なり方や
広がり方を推定できるかどうかをみる 

★ 

42.2  

▼▼ 
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８（２） 

A さんの考えを肯定
するためにはボーリ
ング地点③の結果が
どのようになればよ
いかを判断し、青色の
地層を移動させ、ボー
リング地点③の結果
をモデルで示す 

大地の変化について、時間的・空間的
な見方を働かせて、土地の様子とボー
リング調査の結果を関連付けて、地層
の広がりを検討して表現できるかどう
かをみる 

★ 

18.1  

△△ 

９（１） 

【予想】から学習した
内容が反映された A
さんの【振り返り】を
読み、A さんの【予想】
を判断し、選択する 

気圧について科学的に探究する場面に
おいて、状態変化や圧力に関する知識
及び技能を基に、予想が反映された振
り返りについて問うことで、探究の過
程の見通しについて分析して解釈でき
るかどうかをみる 

★ 

31.8  

△△ 

９（２） 

クリーンルームのほ
かに気圧を利用して
いる身近な事象を選
択する 

気圧に関する身近な事象を問うこと
で、気圧の知識が概念として身に付い
ているかどうかをみる 

★★ 

58.1  

▼▼ 

 

【下位層の割合】 

区 分 正答数 
全国の下位約 25％と同じ正答数の範囲に含まれる生徒の割合（％） 

稚内市 全国 全国との比較 

平成３０年
度 

 
２７問中１４問以
下 

33.6 25.5 8.1 

令和４年度  ２１問中７問以下 33.7 27.3 6.4 

令和７年度 
IRT バンド １・２の生徒の割合

(％) 
稚内市 全国 全国との比較 

42.5 31.5 11.0 
 

【全国平均を超えた設問の趣旨】 

○ 身の回りの事象から生じた疑問や見いだした問題を解決するための課題を設定できるかどうか

をみる 

○ ストローの太さと音の高低に関する情報を収集してまとめを行う学習活動の場面で、収集する

資料や情報の信頼性についての知識及び技能が身に付いているかどうかをみる 

○ 仮説を立てて科学的に探究する学習場面において、電気回路に関する知識及び技能を活用して、

仮説が正しい場合の結果を予想することができるかどうかをみる 

○ 身近な電化製品の電気回路について探究する学習場面において、回路に抵抗がついている理由

を問うことで、抵抗に関する知識が概念として身に付いているかどうかをみる 
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○ ガス警報器の設置場所が異なる理由を考える学習場面において、実験の様子と、密度に関する

知識および技能を関連付けて、それぞれの気体の密度の大小関係を分析して解釈できるかどう

かをみる 

○ 火災における適切な避難行動を問うことで、気体の性質に関する知識が概念として身に付いて

いるかどうかをみる 

○ 加熱を伴う実験における実験器具の操作等に関する技能が身に付いているかどうかを見る 

○ スケッチから分かることを問うことで、スケッチに関する知識及び技能が身に付いているか

どうかをみる 

○ スケッチから分かる植物の特徴を基に、植物の葉、茎、根のつくりに関する知識及び技能を

活用して、植物の茎の横断面や根の構造について適切に表現できるかどうかをみる 

○ 大地の変化について、時間的・空間的な見方を働かせて、土地の様子とボーリング調査の結

果を関連付けて、地層の広がりを検討して表現できるかどうかをみる 

○ 気圧について科学的に探究する場面において、状態変化や圧力に関する知識及び技能を基

に、予想が反映された振り返りについて問うことで、探究の過程の見通しについて分析して

解釈できるかどうかをみる 

 

(２）各教科における課題 

【国語】 

 文章全体の構成を捉えて要旨を把握することや、目的に応じて文章と図表を結びつけるな

どして必要な情報を見つけることに課題が見られた。 

 自分の考えが分かりやすく伝わるよう表現を工夫することや、文章の構成や展開について
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根拠を明確にして考えることに課題が見られた。 

【算数・数学】 

 異分母の分数の加法について共通する単位分数をもとに説明することや、目的に応じて適

切なグラフを選択して判断し、その判断の理由について記述することに課題が見られた。 

 式の意味から成り立つ事柄を見いだして数学的な表現を用いて説明することや、あらかじ

め書かれている図形の証明を評価・改善することに課題が見られた。 

【理科】 

 身の回りの金属の性質の理解や、種子の発芽条件について新たな課題を見いだして記述す

ることに課題が見られた。 

 より確かな考察のために必要な実験を選択し、予想される実験の結果を記述することや、

化学変化を原子や分子のモデルで表すことに課題が見られた。 

 

「令和７年度全国学力・学習状況調査 報告書」（文部科学省・国立教育政策研究所）を参考に

改善を図ることとする。報告書には「授業アイディア例」も掲載されており、調査結果の課題分

析と課題の解決を図る事例が一体的に示されている。 

 

報告書(含む 授業アイディア例):  https://www.nier.go.jp/jugyourei/r07/index.html 

調査結果:  https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/index.html 
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(３) 学習状況調査(質問調査) 

 

① 小学校児童質問調査 

○「高い傾向」を示した質問項目 

設問番号 質問事項 稚内市 全国 差 

(9) 

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思い

ますか 

97.2 97.2 0.0 

(15) 

普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくら

いありますか 

95.7 93.0 2.7 

（３９） 

授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にし

て、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいま

すか 

94.3 91.9 2.4 

（６２） 理科の授業の内容はよく分かりますか 94.3 88.9 5.4 

（６７） 理科の授業では、観察や実験をよく行っていますか 94.3 92.4 1.9 

（２９－

２） 

あなたは自分がインターネットを使って情報を収集する

（検索する、調べるなど）ことができると思いますか 

94.3 89.8 4.5 

(11) 人の役に立つ人間になりたいと思いますか 93.8 96.4 △ 2.6 

(8) 人が困っているときは、進んで助けていますか 93.4 93.7 △ 0.3 

(6) 

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思い

ますか 

92.4 92.2 0.2 

（４３） 道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグルー 91.9 88.0 3.9 
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プで話し合ったりする活動に取り組んでいますか 

（５５） 

算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに

役に立つと思いますか 

91.9 91.6 0.3 

（３０－

２） 

５年生までの学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器

を活用することについて、次のことはあなたにどれくら

い当てはまりますか。（2）分からないことがあった時に、

すぐ調べることができる 

90.9 89.2 1.7 

（３０－

７） 

５年生までの学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器

を活用することについて、次のことはあなたにどれくら

い当てはまりますか。（7）友達と協力しながら学習を進

めることができる 

90.9 87.5 3.4 

(1) 朝食を毎日食べていますか 90.5 93.7 △ 3.2 

（４７） 

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに

役に立つと思いますか 

90.0 90.4 △ 0.4 

（３０－

６） 

５年生までの学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器

を活用することについて、次のことはあなたにどれくら

い当てはまりますか。（6）友達と考えを共有したり比べ

たりしやすくなる 

89.6 84.6 5.0 

（４０） 

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集

め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取

89.6 82.3 7.3 
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り組んでいますか 

設問番号 質問事項 稚内市 全国 差 

（３０－

４） 

５年生までの学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器

を活用することについて、次のことはあなたにどれくら

い当てはまりますか。（4）画像や動画、音声等を活用す

ることで、学習内容がよく分かる 

89.0 88.1 0.9 

（３８） 

先生は、授業やテストで間違えたところや、理解してい

ないところについて、分かるまで教えてくれていると思

いますか 

88.6 87.4 1.2 

（４１） 

あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級

会で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を

決めていますか 

88.1 83.3 4.8 

（６８） 

理科の授業では、問題に対して答えがどのようになるの

か、自分で予想（仮説）を考えていますか 

88.1 85.7 2.4 

（２９－

４） 

あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って

学校のプレゼンテーション（発表のスライド）を作成す

ることができると思いますか 

88.0 76.7 11.3 

（２９－

１） 

あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器で文章を

作成する（文字、コメントを書くなど）ことができると

思いますか 

87.7 81.8 5.9 

（４８） 国語の授業で、先生は、あなたの良いところや、前より 86.7 78.2 8.5 
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もできるようになったところはどこかを伝えてくれます

か 

(3) 毎日、同じくらいの時刻に起きていますか 86.6 91.0 △ 4.4 

（４９） 

国語の授業で、先生は、あなたの学習のうまくできてい

ないところはどこかを伝え、どうしたらうまくできるよ

うになるかを教えてくれますか 

86.2 75.5 10.7 

（６０） 理科の勉強は得意ですか 86.2 78.4 7.8 

（６９） 

理科の授業で、観察や実験の結果から、どのようなこと

が分かったのか考えていますか 

85.7 88.4 △ 2.7 

(25) 

これまでの生活の中で、自然の中で遊ぶことや自然観察

をすることがありましたか 

85.3 80.6 4.7 

（６１） 理科の勉強は好きですか 84.8 80.1 4.7 

（３０－

３） 

５年生までの学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器

を活用することについて、次のことはあなたにどれくら

い当てはまりますか。（3）楽しみながら学習を進めるこ

とができる 

84.3 85.5 △ 1.2 

（３４） 

５年生までに受けた授業は、自分にあった教え方、教材、

学習時間などになっていましたか 

84.3 83.4 0.9 

(14) 友達関係に満足していますか 84.3 91.7 △ 7.4 

（３５） 学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考え 84.3 84.9 △ 0.6 
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を深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができ

ていますか 

（３７） 

授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考

えたり、生かしたりすることができると思いますか 

83.8 82.5 1.3 

（４６） 国語の授業の内容はよく分かりますか 83.4 82.8 0.6 

設問番号 質問事項 稚内市 全国 差 

(16) 

分からないことやくわしく知りたいことがあったとき

に、自分で学び方を考え、工夫することはできています

か 

83.3 81.7 1.6 

（５７） 

算数の問題の解き方が分からないときは、あきらめずに

いろいろな方法を考えますか 

83.3 82.3 1.0 

（４２） 

学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分

が努力すべきことを決めて取り組んでいますか 

82.4 80.8 1.6 

（３０－

５） 

５年生までの学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器

を活用することについて、次のことはあなたにどれくら

い当てはまりますか。（5）自分の考えや意見を分かりや

すく伝えることができる 

81.4 77.6 3.8 

（３０－

１） 

５年生までの学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器

を活用することについて、次のことはあなたにどれくら

い当てはまりますか。（1）自分のペースで理解しながら

学習を進めることができる 

  

80.9 

81.3  △ 0.4 
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（３２） 

５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自

分で考え、自分から取り組んでいましたか 

80.5 80.3 0.2 

（５１） 

国語の授業で、目的に応じて説明的な文章を読み、文章

と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けて

いますか 

80.5 79.1 1.4 

(7) 将来の夢や目標を持っていますか 80.0 83.1 △ 3.1 

（３３） 

５年生までに受けた授業では、各教科などで学んだこと

を生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行ってい

ましたか 

80.0 77.8 2.2 

●「低い傾向」を示した質問項目  

設問番号 質問事項 稚内市 全国 差 

(23) 新聞を読んでいますか 10.0 10.5 △ 0.5 

（６４） 

将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思い

ますか 

28.6 30.0 △ 1.4 

(26) 

地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポーツ、体

験活動に関わってもらったり、一緒に遊んでもらったり

することがありますか（習い事は除く） 

45.7 39.4 6.3 

（５２） 算数の勉強は得意ですか 54.8 60.3 △ 5.5 

（５３） 算数の勉強は好きですか 55.7 57.9 △ 2.2 

(10) 

困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にい

つでも相談できますか 

59.5 70.6 △11.1 
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□その他   

上段：稚内市  下段：全国 
(17) 
学校の授業時間以外
に普段（月曜日から金
曜日）、１日当たりど
れくらいの時間、勉強
をしますか(学習塾で
勉強している時間や
家庭教師の先生に教
わっている時間、イン
ターネットを活用し
て学ぶ時間も含む) 

3 時間以上 ２時間以
上３時間
より少な
い 

１時間以
上２時間
より少な
い 

３０分以
上、1 時間
より少な
い 

３０分よ
り少ない 

全くしな
い 

無回答 

6.2 11.0 25.2 36.2 18.6 2.4 0.5 

12.1 12.8 29.1 27.4 12.9 5.7 0.1 

(18) 
学校の授業時間以外
に普段（月曜日から金
曜日）、１日当たりど
れくらいの時間、PC・
タブレットなどの ICT
機器を、勉強のために
使っていますか(遊び
などの目的に使う時
間は除く) 

３時間以
上 

２時間以
上３時間
より少な
い 

１時間以
上２時間
より少な
い 

３０分以
上、1 時間
より少な
い 

３０分よ
り少ない 

全く使っ
ていない 

無回答 

6.7 6.7 12.4 21.4 30.5 21.9 0.5 

4.0 4.6 11.0 22.9 32.0 25.4 0.1 

(19) 
土曜日や日曜日など
学校が休みの日に、１
日当たりどれくらい
の時間、勉強しますか
(学習塾で勉強してい
る時間や家庭教師の
先生に教わっている
時間、インターネット
を活用して学ぶ時間
も含む) 

４時間以
上 

３時間以
上４時間
より少な
い 

２時間以
上３時間
より少な
い 

１時間以
上２時間
より少な
い 

１時間よ
り少ない 

全くしな
い 

無回答 

3.8 3.8 8.1 22.4 40.5 21.4 0.0 

7.4 4.4 9.7 25.6 35.2 17.5 0.1 

(20) 
学習塾の先生や家庭
教師の先生に教わっ
ていますか(オンライ
ン授業の場合も含む)  

1.教わって
いない 

2.学校の勉
強より進
んだ内容
や、難しい
内容を教
わってい
る 

3.学校の勉
強でよく
分からな
かった内
容を教わ
っている 

２と３の
両方の内
容を教わ
っている 

２と３の
内容のど
ちらとも
いえない 

 無回答 

76.2 6.7 4.3 6.7 5.7  0.5 

55.9 22.6 6.3 6.8 8.2  0.2 

(21) 
学校の授業時間以外
に普段（月曜日から金
曜日）、１日当たりど
れくらいの時間、読書
をしますか(電子書籍
の読書も含む。教科書
や参考書、漫画や雑誌
は除く) 

2 時間以上 １時間以
上２時間
より少な
い 

３０分以
上、１時間
より少な
い 

１０分以
上、３０分
より少な
い 

１０分よ
り少ない 

全くしな
い 

無回答 

5.7 5.7 10.5 17.1 21.4 39.5 0.0 

6.4 8.8 15.9 22.1 17.4 29.2 0.1 
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(22) 
あなたの家には、およ
そどれくらいの本が
ありますか(雑誌、新
聞、教科書は除く) 

０～１０
冊 

１１～２
５冊 

２６～ 
１００冊 

１０１～ 
２００冊 

２０１～ 
５００冊 

５０１冊
以上 

無回答 

24.3 27.1 24.3 14.3 6.2 3.8 0.0 

15.1 21.7 32.2 16.4 10.2 4.3 0.1 
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（国１） 今回の国語の問題では、解答を

文章で書く問題がありました。
それらの問題について、どのよ
うに解答しましたか 

最後まで解
答する努力
をした 

解答しない、
あきらめた
ものがあっ
た 

解答しなか
った 

87.7 9.9 1.9 

81.7 14.3 1.8 

（国２） 解答時間は十分でしたか（国
語） 

時間が余っ
た 

ちょうどよ
かった 

やや足りな
かった 

全く足りなか
った 

42.9 37.7 17.5 1.9 

38.0 35.9 21.5 2.3 

（算１） 今回の算数の問題では、言葉や
数、式を使って、わけや求め方
などを書く問題がありました。
それらの問題について、どのよ
うに解答しましたか 

最後まで解
答する努力
をした 

解答しない、
あきらめた
ものがあっ
た 

解答しなか
った 

75.9 23.1 0.9 

74.5 21.９ 2.0 

（算２） 解答時間は十分でしたか（算
数） 

時間が余っ
た 

ちょうどよ
かった 

やや足りな
かった 

全く足りなか
った 

52.4 30.2 14.2 3.3 

54.7 25.7 14.4 3.6 

（理１） 今回の理科の問題では、解答を
文章で書く問題がありました。
それらの問題について、どのよ
うに解答しましたか 

最後まで解
答する努力
をした 

解答しない、
あきらめた
ものがあっ
た 

解答しなか
った 

83.5 16.5 0.0 

81.8 14.9 1.6 

(理２) 解答時間は十分でしたか（理
科） 

時間が余っ
た 

ちょうどよ
かった 

やや足りな
かった 

全く足りなか
った 

83.0 14.6 2.4 0.0 

81.6 12.5 3.5 0.8 

 
※「□その他」の質問は、回答に「その他」、「無回答」がある場合、割合の合計が 100%とならないこ

とがあります。 
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② 中学校生徒質問調査 
 
○「高い傾向」を示した質問項目  
設問番号 質問内容 稚内市 全国 差 

（１１） 人の役に立つ人間になりたいと思いますか 98.0 96.6 1.4 

（９） 

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思い

ますか 

97.0 95.9 1.1 

（６） 

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思い

ますか 

94.1 92.2 1.9 

（３） 毎日、同じくらいの時刻に起きていますか 93.1 92.6 0.5 

（４３） 

道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグルー

プで話し合ったりする活動に取り組んでいますか 

92.1 91.5 0.6 

（３９） 

授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にし

て、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいま

すか 

91.2 91.9 △ 0.7 

（４７） 

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに

役に立つと思いますか 

90.6 88.3 2.3 

（１４） 友達関係に満足していますか 90.1 91.4 △ 1.3 

（１５） 

普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくら

いありますか 

90.1 91.6 △ 1.5 

（２９－

２） 

あなたは自分がインターネットを使って情報を収集する

（検索する、調べるなど）ことができると思いますか 

90.1 91.5 △ 1.4 
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（８） 人が困っているときは、進んで助けていますか 88.2 90.9 △ 2.7 

（４０） 

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集

め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取

り組んでいますか 

88.2 79.5 8.7 

（６８） 理科の授業では、観察や実験をよく行っていますか 86.7 85.8 0.9 

（４９） 

国語の授業で、先生は、あなたの学習のうまくできてい

ないところはどこかを伝え、どうしたらうまくできるよ

うになるかを教えてくれますか 

86.7 70.2 16.5 

（１） 朝食を毎日食べていますか 86.2 91.2 △ 5.0 

（４１） 

あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級

活動で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法

を決めていますか 

86.2 84.3 1.9 

（３８） 

先生は、授業やテストで間違えたところや、理解してい

ないところについて、分かるまで教えてくれていると思

いますか 

85.7 83.7 2.0 

（１２） 学校に行くのは楽しいと思いますか 85.2 86.1 △ 0.9 

（２９－

１） 

あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器で文章を

作成する（文字、コメントを書くなど）ことができると

思いますか 

84.2 83.6 0.6 

（３５） 学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考え 84.2 84.7 △ 0.5 
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●「低い傾向」を示した質問項目  

を深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができ

ていますか 

（２９－

４） 

あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って

学校のプレゼンテーション（発表のスライド）を作成す

ることができると思いますか 

83.3 76.6 6.7 

設問番号 質問内容 稚内市 全国 差 

（４６） 国語の授業の内容はよく分かりますか 82.3 77.0 5.3 

（４８） 

国語の授業で、先生は、あなたの良いところや、前より

もできるようになったところはどこかを伝えてくれます

か 

82.2 72.9 9.3 

（３２） 

１、２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向け

て、自分で考え、自分から取り組んでいましたか 

80.8 77.7 3.1 

（５１） 

国語の授業で、文章を書いた後に、読み手の立場に立っ

て読み直し、語句の選び方や使い方、文や段落の⾧さ、

語順などが適切かどうかを確かめて文章を整えています

か 

80.3 73.6 6.7 

（５） 自分には、よいところがあると思いますか 79.8 86.2 △ 6.4 

（５５） 

数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに

役に立つと思いますか 

79.8 75.2 4.6 
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設問番号 質問事項 稚内市 全国 差 

（２３） 新聞を読んでいますか 4.0 5.7 △ 1.7 

（６４） 

将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思い

ますか 

15.8 21.7 △ 5.9 

（２６） 

地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポーツ、体

験活動に関わってもらったり、一緒に遊んでもらったり

することがありますか（習い事は除く） 

30.5 29.5 1.0 

（５２） 数学の勉強は得意ですか 32.1 46 △ 13.9 

（６０） 理科の勉強は得意ですか 32.5 50.7 △ 18.2 

（６６） 

理科の授業で学習した考え方を普段の生活の中で活用

できていますか 

41.8 50.7 △ 8.9 

（65） 

理科の授業で学習した知識を普段の生活の中で活用で

きていますか 

44.3 54.7 △ 10.4 

（５６） 

数学の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用で

きていますか 

52.7 57.9 △ 5.2 

（６１） 理科の勉強は好きですか 53.2 63.8 △ 10.6 

（６７） 

自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関す

る疑問を持ったり問題を見いだしたりしていますか 

53.7 56.2 △ 2.5 

（２４） 読書は好きですか 54.6 61.6 △ 7.0 

（５３） 数学の勉強は好きですか 56.2 53.8 2.4 

（６２） 理科の授業の内容はよく分かりますか 56.2 71.4 △ 15.2 
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（５９） 

文字式を用いた説明や図形の証明を読んで、かかれてい

ることを理解することができますか 

57.7 67.1 △ 9.4 
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□その他 

上段：稚内市  下段：全国 

(17) 
学校の授業時間以外に
普段（月曜日から金曜
日）、１日当たりどれく
らいの時間、勉強をしま
すか(学習塾で勉強して
いる時間や家庭教師の
先生に教わっている時
間、インターネットを活
用して学ぶ時間も含む) 

3 時間以上 ２時間以
上３時間
より少な
い 

１時間以
上２時間
より少な
い 

30 分以上、
1 時間より
少ない 

３０分よ
り少ない 

全くしな
い 

無回答 

4.4 9.9 15.3 23.6 27.1 19.2 0.5 

9.9 20.9 30.8 19.1 11.3 7.7 0.4 

(18) 
学校の授業時間以外に
普段（月曜日から金曜
日）、１日当たりどれく
らいの時間、PC・タブ
レットなどの ICT 機器
を、勉強のために使って
いますか(遊びなどの目
的に使う時間は除く) 

３ 時 間 以
上 

２時間以
上３時間
より少な
い 

１時間以
上２時間
より少な
い 

30 分以上、
1 時間より
少ない 

３０分よ
り少ない 

全く使っ
ていない 

無回答 

2.5 2.5 3.4 16.3 39.9 34.5 1.0 

2.7 3.2 7.8 17.9 35.9 30.3 2.2 

(19) 
土曜日や日曜日など学
校が休みの日に、１日当
たりどれくらいの時間、
勉強しますか(学習塾で
勉強している時間や家
庭教師の先生に教わっ
ている時間、インターネ
ットを活用して学ぶ時
間も含む) 

４ 時 間 以
上 

３時間以
上４時間
より少な
い 

２時間以
上３時間
より少な
い 

１時間以
上２時間
より少な
い 

１時間よ
り少ない 

全くしな
い 

無回答 

1.0 4.4 9.9 17.7 33.0 32.0 2.0 

5.3 8.5 18.7 25.4 24.1 15.4 2.6 

(20) 
学習塾の先生や家庭教
師の先生に教わってい
ますか(オンライン授業
の場合も含む)  

1.教わって
いない 

2.学校の勉
強より進
んだ内容
や、難しい
内容を教
わってい
る 

3.学校の勉
強でよく
分からな
かった内
容を教わ
っている 

２と３の
両方の内
容を教わ
っている 

２と３の
内容のど
ちらとも
いえない 

 無回答 

73.9 7.9 2.5 8.9 4.9  2.0 

40.2 19.1 9.7 23.2 4.9  2.9 

(21) 
学校の授業時間以外に
普段（月曜日から金曜
日）、１日当たりどれく
らいの時間、読書をしま
すか(電子書籍の読書も
含む。教科書や参考書、
漫画や雑誌は除く) 

２ 時 間 以
上 

１ 時 間 以
上 ２ 時 間
よ り 少 な
い 

３ ０ 分 以
上、１時間
よ り 少 な
い 

１ ０ 分 以
上、３０分
よ り 少 な
い 

１ ０ 分 よ
り少ない 

全 く し な
い 

無回答 

3.4 6.9 10.3 12.3 15.3 49.3 2.5 

3.6 6.0 11.8 19.0 14.8 41.8 3.1 
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(22) 
あなたの家には、およそ
どれくらいの本があり
ますか(一般の雑誌、新
聞、教科書は除く) 

０ ～ １ ０
冊 

１ １ ～ ２
５冊 

２６～ 
１００冊 

１０１～ 
２００冊 

２０１～ 
５００冊 

５ ０ １ 冊
以上 

無回答 

23.2 24.1 26.1 14.8 7.9 2.5 1.5 

17.4 21.5 30.8 14.8 9.4 3.0 3.1 

 

 
（国１） 今回の国語の問題では、解答

を文章で書く問題がありまし
た。それらの問題について、
どのように解答しましたか 

最後まで解答
する努力をし
た 

解答しない、
あ き ら め た
も の が あ っ
た 

解 答 し な か
った 

63.4 27.2 9.4 

65.3 27.9 3.6 

（国２） 解答時間は十分でしたか（国
語） 

時間が余った ち ょ う ど よ
かった 

や や 足 り な
かった 

全 く 足 り な
かった 

35.6 37.1 24.3 3.0 

29.9 37.9 25.6 3.4 

（数１） 今回の数学の問題では、解答
を言葉や数、式を使って説明
する問題がありました。それ
らの問題について、どのよう
に解答しましたか 

最後まで解答
する努力をし
た 

解答しない、
あ き ら め た
も の が あ っ
た 

解 答 し な か
った 

44.0 51.0 4.5 

54.9 38.8 4.6 

（数２） 解答時間は十分でしたか（数
学） 

時間が余った ち ょ う ど よ
かった 

や や 足 り な
かった 

全 く 足 り な
かった 

43.0 30.0 24.0 2.5 

41.8 31.4 21.1 4.0 

 
※「□その他」の質問は、回答に「その他」、「無回答」がある場合、割合の合計が 100%とならな

いことがあります。 
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(４) 学校調査（質問調査） 

 

① 小学校調査(抜粋)  

設問番号 質問内容 
肯定 

稚内市 全国 

（９） 
調査対象学年の児童に対して、前年度までに、将来就きたい仕事や夢に
ついて考えさせる指導をしましたか 

100 86.1 

（１
３） 

ICT を活用した校務の効率化（事務の軽減）の優良事例を十分に取り入
れていますか 

100 99.0 

（１
５） 

児童の姿や地域の現状等に関する調査や各種データなどに基づき、教育
課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連の PDCA サイクルを確
立していますか 

100 97.1 

（１
７） 

言語活動について、国語科を要としつつ、各教科等の特質に応じて、学
校全体として取り組んでいますか 

100 96.3 

（１
８） 

授業研究や事例研究等、実践的な研修を行っていますか 100 98.6 

（２
１） 

学校運営上の課題への対応に当たっては、各教職員（支援スタッフを含
む）の専門性を活かせるよう適切な役割分担や連携協働をしていますか 

100 99.6 

（２
３） 

教職員が困っているとき、管理職と教職員との間で随時相談できるなど
組織的に対応する体制を構築していると思いますか 

100 99.3 

（２
５） 

調査対象学年の児童は、授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、
自分から取り組むことができていると思いますか 

100 89.3 

（３
１） 

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学習指導において、児童
が、それぞれのよさを生かしながら、他者と情報交換して話し合ったり、
異なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように学習課題や活動
を工夫しましたか 

100 95.3 

（３
７） 

調査対象学年の児童に対して、学級生活をよりよくするために、学級会
で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法等を合意形成できる
ような指導を行っていますか 

100 94.9 

（３
８） 

調査対象学年の児童に対して、学級活動の授業を通して、今、努力すべ
きことを学級での話合いを生かして、一人一人の児童が意思決定できる
ような指導を行っていますか 

100 93.8 

（３
９） 

調査対象学年の児童に対して、特別の教科 道徳において、取り上げる題
材を児童自らが自分自身の問題として捉え、考え、話し合うような指導
の工夫をしていますか 

100 96.6 

（４
０） 

調査対象学年の児童に対する指導に関して、前年度までに、学習評価の
方針を児童に示した上で、児童の学習評価の結果を、その後の教員の指
導改善や児童の学習改善に生かすことを心がけましたか 

100 89.5 

（４
１） 

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、国語の授業で、学習状況
に即して児童のよい点や進歩の状況を積極的に伝えることを行いました
か 

100 95.7 

（４
２） 

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、国語の授業で、児童に学
習の状況について改善すべき点を伝え、改善できるように手立てを講じ
ることを行いましたか 

100 94.9 

（４ 調査対象学年の児童に対する国語の授業において、前年度までに、目的 100 95.8 
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３） や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考えが
伝わるように書き表し方を工夫して文章を書くことができるような指導
を行いましたか 

（４
４） 

調査対象学年の児童に対する国語の授業において、前年度までに、目的
に応じて説明的な文章を読み、文章と図表などを結び付けるなどして必
要な情報を見付けることができる指導を行いましたか 

100 95.9 

設問番号 質問内容 
肯定 

稚内市 稚内市 
（４
９） 

調査対象学年の児童に対する理科の授業において、前年度までに、自然
の事物・現象から問題を見いだすことができる指導を行いましたか 

100 95.0 

（５
０） 

調査対象学年の児童に対する理科の授業において、前年度までに、日常
生活や社会における事象との関連を図った授業を行いましたか 

100 95.7 

（５
１） 

調査対象学年の児童に対する理科の授業において、前年度までに、問題
に対して、既習の内容や生活経験を基に、予想や仮説を発想することが
できるような指導を行いましたか 

100 96.7 

（５
２） 

調査対象学年の児童に対する理科の授業において、前年度までに、観察
や実験の結果を整理し考察する指導を行いましたか 

100 98.3 

（５
３） 

調査対象学年の児童に対する理科の授業において、前年度までに、課題
解決の過程における自分や友だちの学びの深まりや疑問に思ったことを
振り返ることができるような指導を行いましたか 

100 93.2 

（５
４） 

調査対象学年の児童に対する理科の授業において、前年度に、児童が観
察や実験をする授業を１クラス当たりどの程度行いましたか 

100 98.1 

（５
５） 

前年度に、教員が大型提示装置等（プロジェクター、電子黒板等）の ICT
機器を活用した授業を１クラス当たりどの程度行いましたか 

100 94.2 

（５
６） 

教員がコンピュータなどの ICT 機器の使い方を学ぶために必要な研修機
会はありますか 

100 95.7 

（５
８） 

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、児童一人一人に配備され
た PC・タブレットなどの ICT 機器を、授業でどの程度活用しましたか 

100 84.8 

（７
５） 

コミュニティ・スクール等の仕組みを活用して、保護者や地域住民の意
見を学校運営に反映していますか 

100 86.4 

（７
７） 

コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組によって、学校と
地域や保護者の相互理解が深まりましたか 

100 93.3 

（８
０） 

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、家庭学習の取組として、
学校では、児童に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えました
か 

100 96.6 

（８
２） 

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学校では、児童が行った
家庭学習の課題について、その後の教員の指導改善や児童の学習改善に
生かしましたか 

100 90.4 

（８
３） 

令和６年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について、調査対象学
年・教科だけではなく、学校全体で教育活動を改善するために活用しま
したか 

100 96.5 

（ １
４） 

教育課程表（全体計画や年間指導計画等）について、各教科等の教育目
標や内容の相互関連が分かるように作成していますか 

88.9 96.6 

（ １
９） 

個々の教員が自らの専門性を高めるため、校外の各教科等の教育に関す
る研究会等に定期的・継続的に参加していますか（オンラインでの参加
を含む） 

88.9 89.6 

（ ２
４） 

ストレスチェックの結果の活用や研修など、教職員自身の心身の健康状
態につき振り返り対処する機会が提供されていると思いますか 

88.9 92.7 
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（ ２
６） 

調査対象学年の児童は、授業において、自らの考えがうまく伝わるよう、
資料や文章、話の組立てなどを工夫して、発言や発表を行うことができ
ていると思いますか 

88.9 80.4 

（２
７） 

調査対象学年の児童は、学級やグループでの話合いなどの活動で、自分
の考えを相手にしっかりと伝えることができていると思いますか 

88.9 89.2 

（２
８） 

調査対象学年の児童は、授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを
大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組めていると思い
ますか 

88.9 94.2 

設問番号 質問内容 
肯定 

稚内市 全国 

（３
０） 

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学習指導において、児童
一人一人に応じて、学習課題や活動を工夫しましたか 

88.9 91.0 

（６
５） 

教職員と家庭との間で連絡を取り合う場面で、コンピュータなどの ICT
機器をどの程度活用していますか 

88.9 78.0 

（７
２） 

前年度までに、近隣等の中学校と、教科の教育課程の接続や、教科に関
する共通の目標設定等、教育課程に関する共通の取組をどの程度行いま
したか 

88.9 65.3 

（７
４） 

教育課程の趣旨について、家庭や地域との共有を図る取組を行っていま
すか 

88.9 89.3 

（７
８） 

コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組は、「社会に開かれ
た教育課程」の実現に効果がありましたか 

88.9 92.6 

（８
１） 

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、家庭学習について、児童
が自分で学ぶ内容や学び方を決めるなど、工夫して取り組めるような活
動を行いましたか 

88.9 90.6 

（５
７） 

コンピュータなどの ICT 機器の活用に関して、学校内外において十分に
必要なサポートが受けられていますか 

88.9 89.7 

（１
６） 

指導計画の作成に当たっては、教育内容と、教育活動に必要な人的・物
的資源等を、地域等の外部の資源を含めて活用しながら効果的に組み合
わせていますか 

88.9 97.5 

（２
０） 

校内研修の計画立案、その他の研修に関する業務を行う校務分掌を、誰
が担っていますか（管理職を除く） 

88.9 91.5 

（３
２） 

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、授業において、児童自ら
学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、
表現するなどの学習活動を取り入れましたか 

88.9 89.9 

（３
６） 

調査対象学年の児童に対して、総合的な学習の時間において、課題の設
定からまとめ・表現に至る探究の過程を意識した指導をしていますか 

88.9 92.7 

（４
７） 

調査対象学年の児童に対する算数の授業において、前年度までに、問題
の答えを求めさせるだけではなく、どのように考え、その答えになった
のかなどについて、児童に筋道を立てて説明させるような授業を行いま
したか 

88.9 96.3 

（４
８） 

調査対象学年の児童に対する算数の授業において、前年度までに、授業
で、学習上つまずいた児童に対する対応を行えていましたか 

88.9 97.0 
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② 中学校調査(抜粋) 

設問番号 質問内容 
肯定 

稚内市 全国 

（９） 
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、将来就きたい仕事や夢に
ついて考えさせる指導をしましたか 

100 98.4 

（１

３） 

ICT を活用した校務の効率化（事務の軽減）の優良事例を十分に取り入
れていますか 

100 98.3 

（１

４） 

教育課程表（全体計画や年間指導計画等）について、各教科等の教育目
標や内容の相互関連が分かるように作成していますか 

100 94.4 

（１

５） 

生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データなどに基づき、教育
課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連の PDCA サイクルを確
立していますか 

100 96.0 

（１

７） 

言語活動について、国語科を要としつつ、各教科等の特質に応じて、学
校全体として取り組んでいますか 

100 94.7 

（１

８） 
授業研究や事例研究等、実践的な研修を行っていますか 100 95.3 

（１

９） 

個々の教員が自らの専門性を高めるため、校外の各教科等の教育に関す
る研究会等に定期的・継続的に参加していますか（オンラインでの参加
を含む） 

100 87.5 

（２

１） 

学校運営上の課題への対応に当たっては、各教職員（支援スタッフを含
む）の専門性を活かせるよう適切な役割分担や連携協働をしていますか 

100 99.2 

（２

３） 

教職員が困っているとき、管理職と教職員との間で随時相談できるなど
組織的に対応する体制を構築していると思いますか 

100 99.1 

（２

５） 

調査対象学年の生徒は、授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、
自分から取り組むことができていると思いますか 

100 88.2 

（２

６） 

調査対象学年の生徒は、授業において、自らの考えがうまく伝わるよう、
資料や文章、話の組立てなどを工夫して、発言や発表を行うことができ
ていると思いますか 

100 82.8 

（２

８） 

調査対象学年の生徒は、授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを
大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組めていると思い
ますか 

100 95.1 

（３

１） 

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、学習指導において、生徒
が、それぞれのよさを生かしながら、他者と情報交換して話し合ったり、
異なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように学習課題や活動
を工夫しましたか 

100 95.0 

（３

２） 

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、授業において、生徒自ら
学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、
表現するなどの学習活動を取り入れましたか 

100 86.1 

（３

３） 

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、習得・活用及び探究の学
習過程を見通した指導方法の改善及び工夫をしましたか 

100 86.8 

（３

７） 

調査対象学年の生徒に対して、学級生活をよりよくするために、学級活
動で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法等を合意形成でき
るような指導を行っていますか 

100 94.2 
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（３

８） 

調査対象学年の生徒に対して、学級活動の授業を通して、今、努力すべ
きことを学級での話合いを生かして、一人一人の生徒が意思決定できる
ような指導を行っていますか 

100 92.6 

（３

９） 

調査対象学年の生徒に対して、特別の教科 道徳において、取り上げる題
材を生徒自らが自分自身の問題として捉え、考え、話し合うような指導
の工夫をしていますか 

100 97.1 

（４

１） 

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、国語の授業で、学習状況
に即して生徒のよい点や進歩の状況を積極的に伝えることを行いました
か 

100 96.8 

設問番号 質問内容 
肯定 

稚内市 全国 

（４

２） 

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、国語の授業で、生徒に学
習の状況について改善すべき点を伝え、改善できるように手立てを講じ
ることを行いましたか 

100 96.4 

（４

３） 

調査対象学年の生徒に対する国語の授業において、前年度までに、文章
の構成や展開について、根拠を明確にして考えることができるような指
導を行いましたか 

100 97.8 

（４

７） 

調査対象学年の生徒に対する数学の授業において、前年度までに、問題
の答えを求めさせるだけではなく、どのように考え、その答えになった
のかなどについて、生徒に筋道を立てて説明させるような授業を行いま
したか 

100 95.6 

（４

８） 

調査対象学年の生徒に対する数学の授業において、前年度までに、授業
で、学習上つまずいた生徒に対する対応を行えていましたか 

100 95.8 

（４

９） 
調査対象学年の生徒に対する理科の授業において、前年度までに、自然
の事物・現象から問題を見いだすことができる指導を行いましたか 

100 96.2 

（５

０） 

調査対象学年の生徒に対する理科の授業において、前年度までに、日常
生活や社会における事象との関連を図った授業を行いましたか 

100 97.7 

（５

１） 

調査対象学年の生徒に対する理科の授業において、前年度までに、問題
に対して、既習の内容や生活経験を基に、予想や仮説を発想することが
できるような指導を行いましたか 

100 93.9 

（５

２） 

調査対象学年の生徒に対する理科の授業において、前年度までに、観察
や実験の結果を分析し解釈する指導を行いましたか 

100 97.2 

（５

３） 

調査対象学年の生徒に対する理科の授業において、前年度までに、課題
解決の過程における自分や友だちの学びの深まりや疑問に思ったことを
振り返ることができるような指導を行いましたか 

100 90.2 

（５

４） 

調査対象学年の生徒に対する理科の授業において、前年度に、生徒が観
察や実験をする授業を１クラス当たりどの程度行いましたか 

100 95.7 

（５

５） 

前年度に、教員が大型提示装置等（プロジェクター、電子黒板等）の ICT
機器を活用した授業を１クラス当たりどの程度行いましたか 

100 92.5 

（５

８） 

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、生徒一人一人に配備され
た PC・タブレットなどの ICT 機器を、授業でどの程度活用しましたか 

100 82.8 

（６

５） 

教職員と家庭との間で連絡を取り合う場面で、コンピュータなどの ICT
機器をどの程度活用していますか 

100 78.3 
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（６

６） 

生徒一人一人に配備された PC・タブレットなどの端末を、どの程度家庭
で利用できるようにしていますか 

100 49.5 

（６

９） 

前年度までに、調査対象学年の生徒に対する授業の中で、障害のある生
徒を念頭に置いた指導上の工夫を行いましたか 

100 96.9 

（７

５） 

コミュニティ・スクール等の仕組みを活用して、保護者や地域住民の意
見を学校運営に反映していますか 

100 83.4 

（７

７） 
コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組によって、学校と
地域や保護者の相互理解が深まりましたか 

100 89.0 

（８

０） 

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、家庭学習の取組として、
学校では、生徒に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えました
か 

100 92.8 

（８

１） 

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、家庭学習について、生徒
が自分で学ぶ内容や学び方を決めるなど、工夫して取り組めるような活
動を行いましたか 

100 85.9 

設問番号 質問内容 
肯定 

稚内市 全国 

（１

６） 

指導計画の作成に当たっては、教育内容と、教育活動に必要な人的・物
的資源等を、地域等の外部の資源を含めて活用しながら効果的に組み合
わせていますか 

83.4 92.1 

（２

４） 

ストレスチェックの結果の活用や研修など、教職員自身の心身の健康状
態につき振り返り対処する機会が提供されていると思いますか 

83.4 90.9 

（３

４） 

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、各教科等で身に付けたこ
とを、様々な課題の解決に生かすことができるような機会を設けました
か 

83.4 80.3 

（４

０） 

調査対象学年の生徒に対する指導に関して、前年度までに、学習評価の
方針を生徒に示した上で、生徒の学習評価の結果を、その後の教員の指
導改善や生徒の学習改善に生かすことを心がけましたか 

83.4 95.8 

（５

６） 
教員がコンピュータなどの ICT 機器の使い方を学ぶために必要な研修機
会はありますか 

83.4 90.8 

（７） 調査対象学年の生徒は、熱意をもって勉強していると思いますか 83.4 86.5 

（８） 
調査対象学年の生徒は、授業中の私語が少なく、落ち着いていると思い
ますか 

83.4 92.0 

（２

７） 
調査対象学年の生徒は、学級やグループでの話合いなどの活動で、自分
の考えを相手にしっかりと伝えることができていると思いますか 

83.4 90.8 

（３

０） 
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、学習指導において、生徒
一人一人に応じて、学習課題や活動を工夫しましたか 

83.4 87.8 

（３

５） 

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、教科等の指導に当たって、
地域や社会で起こっている問題や出来事を学習の題材として取り扱いま
したか 

83.4 82.1 

（３

６） 

調査対象学年の生徒に対して、総合的な学習の時間において、課題の
設定からまとめ・表現に至る探究の過程を意識した指導をしています
か 

83.4 91.5 
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（４

４） 

調査対象学年の生徒に対する国語の授業において、前年度までに、読み
手の立場に立って、表記や語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文
章を整えることができるような指導を行いましたか 

83.4 95.5 

（４

５） 
調査対象学年の生徒に対する数学の授業において、前年度までに、日常
生活や社会における事象との関連を図った授業を行いましたか 

83.4 89.6 

（４

６） 

調査対象学年の生徒に対する数学の授業において、前年度までに、観察
や操作、実験等の活動を通して、数量や図形等の性質を見いだす活動を
行いましたか 

83.4 85.5 

（５

９） 

調査対象学年の生徒が自分で調べる場面（ウェブブラウザによるインタ
ーネット検索等）では、生徒一人一人に配備された PC・タブレットなど
の ICT 機器をどの程度使用させていますか 

83.4 71.2 

（７

４） 
教育課程の趣旨について、家庭や地域との共有を図る取組を行っていま
すか 

83.4 87.8 

（８

２） 

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、学校では、生徒が行った
家庭学習の課題について、その後の教員の指導改善や生徒の学習改善に
生かしましたか 

83.4 84.0 

（８

３） 

令和６年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について、調査対象学
年・教科だけではなく、学校全体で教育活動を改善するために活用しま
したか 

83.4 94.0 

（８

４） 

令和６年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について、保護者や地
域の人たちに対して公表や説明をどの程度行いましたか（学校のホーム
ページや学校だよりなどへの掲載、保護者会等での説明を含む） 

83.4 83.4 



○　教科に関する調査の状況

【レーダーチャート】

　　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

　・中学校理科の結果は、IRTスコアで表されるため、レーダーチャートに表示していません

○　質問調査の状況 ○　 調査結果の分析
・

＜学校質問＞

・

＜児童質問＞ ＜生徒質問＞

・

○　 稚内市の学力向上方策

＜児童生徒質問＞ ＜児童生徒質問＞ ・

・

・

令和７年度全国学力・学習状況調査　稚内市内の状況及び学力向上方策 小学校数:10校、児童数:208人　中学校数:6校、生徒数:201人

　・教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの

小学校 中学校

小学校 中学校 小学校において、児童が自分の考え
をまとめ、発表・表現する場面で、児
童一人一人に配備されたPC・タブレッ
トなどのICT機器をほぼ毎日使用した
ことにより、PC・タブレットなどのICT機
器を活用する場面で、友達と協力しな
がら学習を進めることができると回答
した児童の割合が全国及び全道を上
回ったと考えられる。

＜学校質問＞

調査対象学年の児童が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面
では、児童一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器を
どの程度使用させていますか

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、授業において、生徒自ら学
級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、表現
するなどの学習活動を取り入れましたか

中学校の授業において、生徒自ら学
級やグループで課題を設定し、その解
決に向けて話し合い、まとめ、表現す
るなどの学習活動を取り入れたことに
より、授業や学校生活では、学級の生
徒との間で話し合う活動を通じて、自
分の考えを深めたり、新たな考え方に
気付いたりすることができていると回
答した生徒の割合が、全国を上回っ
たと考えられる。

小学校 中学校

５年生までの学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を活用することにつ
いて、次のことはあなたにどれくらい当てはまりますか。（７）友達と協力し
ながら学習を進めることができる

学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新た
な考え方に気付いたりすることができていますか

ICT機器及びAIドリルなどのアプリ等
の活用の推進

学びの連続性を確保するための小中
連携の推進

小学校算数及び中学校数学の平均
正答率が全国及び全道を下回ってい
る状況は、算数［数学］の授業の内容
はよく分かると回答した児童生徒の割
合が全国及び全道を下回っていること
が、要因の一つとして考えられる。

小学校 中学校

算数［数学］の授業の内容はよく分かりますか 算数［数学］の授業の内容はよく分かりますか

退職教員等による「放課後学力グング
ン塾」の実施
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